
永
遠
の
世
界
平
和
願
い

　 

　
代
表
団
折
り
鶴
を
献
納

永
遠
の
世
界
平
和
願
い

　 

　
代
表
団
折
り
鶴
を
献
納

永
遠
の
世
界
平
和
願
い

　 

　
代
表
団
折
り
鶴
を
献
納

過去最高の82,000羽を集約した平和の折り鶴

各構成組織、家族ら33人（うち子ども10人）が行動参加

各構成組織青年委・女性委など22人が参加

連
合

徳
島

教
宣
活
動
テ
ー
マ
に

  

機
関
紙
作
成
の
技
術
学
ぶ

平和行動
in長崎

　
連
合
は
平
和
運
動
と
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
に
よ
る
世
界
の
恒

久
平
和
実
現
、
被
爆
者
支
援
の

強
化
、
在
日
米
軍
基
地
の
整

理
・
縮
小
、
北
方
領
土
の
早
期

返
還
な
ど
、
６
月
〜
９
月
を
平

和
行
動
月
間
と
位
置
づ
け
、
①

６
月
沖
縄
、
②
８
月
広
島
・
長

崎
、
③
９
月
根
室
で
の
平
和
行

動
を
基
本
に
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

  

連
合
徳
島
は
隔
年
で
広
島
と

長
崎
を
訪
問
。
本
年
度
は
８
月

７
日
〜
10
日
、
代
表
団
33
人

（
内
子
ど
も
10
人
）
が
長
崎
平

和
行
動
に
参
加
し
た
。

　
代
表
団
は
、
８
月
８
日
に
長

崎
市
平
和
公
園
で
の
「
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
。
ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
は
連
合
長
崎
の
青

年
・
女
性
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
ピ
ー
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
被
爆

者
か
ら
の
聞
き
取
り
や
現
地
調

査
な
ど
事
前
研
修
を
積
み
重
ね

て
実
施
し
た
も
の
で
、
参
加
者

は
原
爆
落
下
中
心
碑
や
浦
上
天

主
堂
遺
壁
、
被
爆
当
時
の
地

層
、
平
和
の
泉
、
長
崎
の
鐘
、

平
和
祈
念
像
な
ど
を
め
ぐ
り
、

詳
し
く
説
明
を
受
け
た
。

　
続
い
て
、長
崎
原
爆
資
料
館

を
見
学
。
67
年
前
の
原
爆
に
よ

っ
て
一
瞬
に
し
て
７
万
４
千
人

の
尊
い
命
が
奪
い
去
ら
れ
た
当

時
の
写
真
や
映
像
、炭
化
し
た

衣
類
や
遺
品
等
を
見
て
、改
め

て
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
へ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

そ
の
後
、原
爆
資
料
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た「
平
和
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
長
崎
」に
参
加
。２

０
１
２
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

の
検
証
お
よ
び
核
兵
器
廃
絶
へ

向
け
た
更
な
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、外
務
省
、大
学
教
授
、核

禁
会
議
な
ど
か
ら
問
題
提
起
と

取
り
組
み
、訴
え
が
行
わ
れ
た
。

　
「
長
崎
原
爆
の
日
」
の
８
月

９
日
は
、
各
構
成
組
織
か
ら
集

約
し
た
折
り
鶴
（
８
万
２
千

羽
）
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、
原
爆

落
下
中
心
碑
に
折
り
鶴
を
献
げ

た
後
、
長
崎
市
平
和
祈
念
公
園

で
の
「
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
式

典
」
に
参
加
し
た
。
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
11
時
２
分
に
は
、
亡

く
な
っ
た
人
へ
の
冥
福
を
祈

り
、
永
遠
の
世
界
平
和
と
二
度

と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
を
決
意
し
て
参
加
者
全

員
で
黙
祷
し
た
。
ま
た
、
長
崎

市
長
は
平
和
宣
言
で
、
核
拡
散

防
止
条
約
を
超
え
る
新
た
な
仕

組
み
と
し
て
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
を
挙
げ
、
「
国
際
社
会
は

締
結
に
向
け
具
体
的
な
一
歩
を

踏
み
出
す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

　
最
終
日
は
、
朝
か
ら
「
下
関

唐
戸
市
場
」
を
見
学
し
、
一
路

徳
島
ま
で
。
「
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
認

識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地

域
で
平
和
運
動
を
一
層
強
化
し

て
い
く
」
こ
と
を
参
加
者
全
員

で
確
認
し
、
長
崎
平
和
行
動
を

終
了
し
た
。

8月22日（水）
　第23期部落解放・人権講座（労働福祉会館）
8月23日（木）
　連合徳島組織拡大アクション委員会（連合徳島）
　第9回連合徳島五役会議・第7回連合徳島執行委員会（労働福祉会館）
8月25日（土）
　連合徳島ボランティア・サポートチーム養成講座（労働福祉会館）
9月1日（土）
　連合徳島ボランティア・サポートチーム養成講座（美波町由岐）

◎

◎

◎

◎

　
連
合
徳
島
青
年
委
員
会
・
女

性
委
員
会
は
、
７
月
14
日
、
県

労
働
福
祉
会
館
で
合
同
研
修
交

流
会
を
開
き
、
各
構
成
組
織
の

青
年
委
員
会
・
女
性
委
員
会
組

合
員
や
広
報
（
教
宣
）
担
当
者

ら
23
人
が
参
加
し
た
。
な
お
、

合
同
で
研
修
会
を
開
く
の
は
初

め
て
の
試
み
。

　
今
回
の
合
同
研
修
交
流
会
の

テ
ー
マ
は
教
育
宣
伝
活
動
。
講

師
に
機
関
紙
広
報
研
究
セ
ン
タ

ー
・
河
野
文
雄
代
表
を
招
き

「
編
集
ス
キ
ル
基
礎
講
座
」
と

し
て
、
機
関
紙
（
新
聞
）
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
習
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
小

畑
青
年
委
員
会
委
員
長
が
「
昨

今
、
情
報
の
速
度
は
速
く
、
正

し
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
発

信
す
る
技
術
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
。
本
講
座

で
機
関
紙
作
成
の
技
術
を
学
ん

で
、
各
構
成
組
織
で
活
用
し
作

成
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
講
座
で
は
、
機
関
紙
作
成
の

企
画
段
階
の
心
構
え
や
新
聞
作

成
の
ル
ー
ル
な
ど
の
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
見

出
し
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ

と
や
、
通
常
の
見
出
し
は
１
〜

２
段
で
作
成
す
る
が
、
注
目
記

事
は
３
段
以
上
の
サ
イ
ズ
で
作

成
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
で
紙

面
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
注
目
記

事
を
目
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
も

説
明
を
受
け
た
。

  

機
関
紙
を
作
成
し
た
こ
と
が

あ
る
参
加
者
か
ら
は
、
「
こ
れ

ま
で
漠
然
と
組
合
ニ
ュ
ー
ス
を

編
集
し
て
い
た
。
紙
面
上
の
禁

じ
手
や
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
の
声
も
出
さ
れ
た
。
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連合徳島組合員とその家族ら83人が参加

鳴門市議会議長・副議長抗議行動（4/5）

連合徳島から河村会長はじめ8人が参加 木工教室で宝石箱を作成

コナラの苗木を植林

50本の苗木を植林50本の苗木を植林
─連合の森  親子サマーキャンプ─

遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

森
林・木
工
教
室

で
自
然
を
満
喫

人
権
侵
害

救
済
機
関

設
置
求
め
抗
議
行
動

労
働
条
件
向
上
め
ざ
し

　
　 

連
携
強
化
を
確
認

　
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ユ

ニ
オ
ン
を
め
ざ
す
連
合
徳
島
は
、

７
月
28
日
〜
29
日
の
２
日
間
、

美
馬
市
木
屋
平
の
中
尾
山
・
平

成
荘
で
、「
連
合
の
森
・
親
子
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
開
き
、連
合

徳
島
組
合
員
と
そ
の
家
族
ら
83

人（
大
人
55
人
・
子
ど
も
28
人
）

が
参
加
し
た
。

　
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
初

日
に「
木
工
教
室
」「
遊
歩
道
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」、２
日
目
に「
連

合
の
森
へ
の
植
樹
」を
行
っ
た
。

　「
木
工
教
室
」で
は
、子
ど
も

を
中
心
に
参
加
し
、徳
島
森
林

管
理
署
の
職
員
か
ら
森
林
に
つ

い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

た
説
明
を
受
け
た
後
、杉
の
間

伐
材
に
ど
ん
ぐ
り
や
木
の
枝
、

石
な
ど
を
ボ
ン
ド
で
付
け
た
り
、

自
分
の
名
前
や
絵
を
描
い
た
り

と
親
子
で
熱
中
し
、そ
れ
ぞ
れ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
宝
石
箱
を
完
成

さ
せ
た
。

　
「
遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い

山
道
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

３
時
間
掛
け
て
丸
笹
山
ま
で
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
自
然
を

満
喫
し
た
。
ま
た
、
鹿
か
ら
樹

木
を
守
る
た
め
防
護
ネ
ッ
ト
を

装
着
す
る
作
業
も
参
加
者
全
員

で
行
っ
た
。

　
２
日
目
は
２
０
０
６
年
に
美

馬
市
の
協
力
の
も
と
で
き
た

「
連
合
の
森
」
へ
車
で
移
動
。

植
林
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
後
、
こ
れ
ま
で
植
林
し

て
き
た
木
の
成
長
を
確
認
。
防

護
ネ
ッ
ト
の
修
繕
や
徳
島
森
林

管
理
署
、
県
林
務
職
員
の
指
導

の
も
と
、
家
族
・
グ
ル
ー
プ
毎

に
50
本
の
苗
木
（
コ
ナ
ラ
）
を

植
林
す
る
と
と
も
に
、
鹿
対
策

の
防
護
ネ
ッ
ト
も
取
り
付
け
、

大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
名
札
を
埋
め
込
ん
だ
。

　
現
在
、
国
会
に
お
い
て
進
め

ら
れ
て
い
る
「
人
権
侵
害
救
済

法
」
の
「
人
権
救
済
機
関
」
設

置
は
、
日
本
が
、
今
後
国
際
的

に
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
必
要

不
可
欠
な
法
律
と
機
関
で
あ
る
。

女
性
、
子
ど
も
へ
の
暴
力
や
虐

待
を
は
じ
め
部
落
差
別
に
関
す

る
差
別
落
書
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
人
権
侵
害
な
ど
、

年
間
２
万
件
余
に
も
及
ぶ
人
権

侵
害
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
発

生
件
数
は
氷
山
の
一
角
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
殆
ど
が
現

行
制
度
の
も
と
で
救
済
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国

で
も
人
権
侵
害
救
済
の
た
め
の

人
権
委
員
会
な
ど
の
設
置
が
進

ん
で
い
な
い
の
は
日
本
と
中
国

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
県

内
５
自
治
体
議
会
に
お
い
て
、

「
人
権
救
済
機
関
」
設
置
に
反

対
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

何
の
議
論
も
さ
れ
な
い
ま
ま
採

択
さ
れ
た
。
以
上
の
経
過
を
踏

ま
え
、
連
合
徳
島
、
部
落
解
放

徳
島
地
方
共
闘
会
議
等
、
６
団

体
で
、
21
世
紀
は
人
権
の
世
紀

と
い
わ
れ
る
こ
と
に
、
大
き
く

逆
行
す
る
動
き
に
抗
議
す
る
た

め
、
議
会
議
長
・
副
議
長
に
抗

議
行
動
を
実
施
し
た
。

　
抗
議
行
動
で
は
、
抗
議
文
を

議
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、

早
急
な
人
権
侵
害
救
済
が
必
要

な
時
代
に
来
て
い
る
こ
と
を
認

識
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

　
な
お
、
各
議
会
抗
議
行
動
日

は
次
の
と
お
り
。

　
徳
島
市
議
会
（
３
月
19
日
）

　
徳
島
県
議
会
（
４
月
２
日
）

　
鳴
門
市
議
会
（
４
月
５
日
）

　
松
茂
町
議
会
（
５
月
15
日
）

　
藍
住
町
議
会
（
７
月
９
日
）

　
連
合
徳
島
は
７
月
19
日
、
徳

島
労
働
局
会
議
室
で
、
第
１
回

労
働
問
題
連
絡
協
議
会
を
開

き
、
連
合
徳
島
か
ら
河
村
会
長

を
は
じ
め
、
専
従
役
員
、
官
公

労
・
民
間
大
手
・
民
間
中
小
代

表
者
ら
８
人
、
徳
島
労
働
局
か

ら
は
西
井
局
長
ら
10
人
が
参
加

し
た
。

　
労
働
問
題
連
絡
協
議
会
と
は

年
１
回
、
連
合
徳
島
と
徳
島
労

働
局
で
両
団
体
の
取
り
組
み
内

容
の
確
認
や
労
働
関
係
主
要
施

策
の
す
り
合
わ
せ
等
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
う
も
の
。

  

冒
頭
、
河
村
会
長
は
「
労
働

環
境
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳
し

い
。
連
合
徳
島
、
徳
島
労
働

局
、
お
互
い
立
場
は
違
う
が
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
連
携
し
労

働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
状
況
を
作
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

  

会
議
で
は
、
徳
島
労
働
局
か

ら
、
若
年
雇
用
戦
略
、
障
害
者

法
定
雇
用
、
求
職
者
支
援
制

度
、
安
全
衛
生
な
ど
を
説
明
。

連
合
徳
島
か
ら
は
、
経
済
・
産

業
政
策
と
雇
用
政
策
の
一
体
的

推
進
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

の
実
現
な
ど
連
合
の
重
点
政
策

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
連
合
徳
島

か
ら
徳
島
労
働
局
に
対
し
、
労

働
相
談
の
取
り
組
み
姿
勢
、
最

低
賃
金
、
労
働
安
全
衛
生
、
育

児
休
業
等
に
関
わ
る
女
性
労
働

者
の
職
場
復
帰
、
外
国
人
労
働

者
の
相
談
、
求
職
者
支
援
に
つ

い
て
の
対
応
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
も
連
合
徳
島
と
連
携
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
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